令和元年度 第２回大阪府立学校腎検診判定審査会
日　　時：令和元年１１月２１日（木）１６：００～１８：００ 
場　　所：大阪急性期･総合医療センター　本館３階第７会議室
出席状況：４名（椿原委員、勝二委員、上田委員、木野委員）
（事務局）大阪府教育庁教育振興室保健体育課　主任指導主事 川口　指導主事 西
１　開会

２　挨拶　　

３　議事

（１）一次精密検診受診者の判定について

・府立学校腎検診システム※における判定対象者（判定整理番号１４６～２７１）の一次精密検査結果について審査。
※二次検査結果において尿蛋白クレアチニン比０．１５以上の児童生徒等に対し、同審査会にて作成した腎専門医及び協力施設リスト中の病院に受診指導の上、受診後の結果報告書に基づき同審査会にて適切な指導がされているか判定。

① 非専門施設の児童生徒等の受診について（５名）

　・１名は、管理区分を「Ｅ」とする。
　・３名は、専門医受診をすすめるよう指示する。
・１名は、次年度学年において、所見がある場合は、専門医受診をすすめるよう指示する。
　　

② 専門施設を受診し、管理区分Ｄ以上の児童生徒等（１０名）
・３名は、定期的に主治医が経過を見ていくため、追加指示なし。
・２名は、再診後の経過及び管理区分を確認すること。
・２名は、治療方法及び管理区分を確認すること。
・１名は、管理区分を主治医に確認すること。
・１名は、管理区分を「Ｅ」に変更すること。
・１名は、腎生検を実施した日を確認すること。

③ 専門施設を受診し、「管理不要」及び管理区分に記載がない児童生徒等（７名）

　　　・運動制限はないが、次年度も管理していくため、管理区分「Ｅ」とする。

　④ その他（５名）

　　　・１名は、精密検査の実施について学校に確認すること。
・３名は、報告書の値に関して、主治医に単位を確認する。

　　　・１名は、報告書の数字及び単位を主治医に確認すること。

　　　
　　⑤ ①～④以外の児童生徒等について

主治医の指示どおりとする。

４　閉会
